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~6 月)，第 2 回目は，開講式当日あるいは開講式より






































































一人 130 (30.3%) 
複数 300 (69.7%) 
はじめて 196 (45.6%) 
経験あり 234 (54.4%) 
2年目 126 (56.0%) 
3年目以上 99 (44.0%) 
あり 225 (52.4%) 
なし 204 (47.6%) 
1年未満 35 ( 8.2%) 
1~3 年 107 (24.9%) 
3年以上 287 (66.9%) 
核家族 393 (91.4%) 
三世代同居 30 ( 7.0%) 
その他 7 ( 1.6%) 
注)無答は除いて集計しである
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表2 子育て感情の因子分析結果
因子
2 3 4 5 α係数
充実感
20子どもの成長に、とても喜びを感じる 77 .16 一.02 01 一.07 .79 
3 子どもを育てるのは楽しく、幸せなことだと思う 71 一.04 一ー05 0ー3 一.08
2 自分の子どもと遊ぶのは楽しい 66 .03 一.15 1 一.02
32母親であることに充実感を感じる 5ー4 一.00 一ー04 一.03 .18 
19子どもと一緒にいると気持ちが安らぐ 52 一.02 一.13 05 一.03
8 日々の生活の中で、子どもの育ちを実感するζとがよくある 52 .1 一.04 03 .05 
自分の子どもはかわいいと思う 5ー2 .04 0ー2 一ー06 一.00
21 自分の子どもだけでなく、他の子どものこともかわいいと思う 3ー8 一.08 .16 -.14 一.00
不安感
6 自分の子育てが、まちがっているのではないかと不安になる .08 .82 一ー09 一.00 0ー1 8ー0
5 母親としてうまく対応できないときがある -.01 .70 .1 一15 .02 
4 育児のことで心配なζとがある 12 .65 一.08 02 .04 
24子育てに自信がもてない 12 .63 .09 07 -.17 
22子どもとどう関わればよいのか、わからなくなることがある 一ー03 .49 2ー4 0ー5 一.06
23 同じ年頃の子ができていることを、自分の子どもができていないと不安になる 16 .4 .04 18 10 
7 子どものすることを、余裕を持って見るζとができる 27 一.40 .01 04 .0 
負担感
12子どもと離れたいと思うことがある 一ー07 。1 7ー6 一15 .00 .81 
1 子どもにまつわりつかれるのを、うるさく感じる 一14 .04 .62 一04 一.0
10子どもを育てることを、負担に感じる 一ー08 .06 .61 0ー5 .04 
16子育てで、自分はやりたいことができずに我慢していると思う 0ー5 .05 5ー9 .05 一.05
28育児をしている聞に、世の中から取り残されていくように思う 16 -.15 .56 26 一13
18子どものζとを考えるのがいやになるζとがある 一19 .18 .37 10 .04 
孤立感
34 自分ひとりで子育てをしているように思う 一05 .06 .06 76 .1 .76 
36子育てで悩んでも誰にも頼れないと思う 一19 .04 一.05 64 .08 
30子どもとばかりいて、孤立した感じがする 2ー2 一.05 3ー4 5ー9 一.08
29子育てをがんばっていることを、誰にもわかってもらえない 一.04 一ー03 2ー3 .58 0ー3
31 自分だけでなく、まわりの支えがあって子育てができていると思う 19 .12 .1 -.41 16 
35子どもだけが生きがいだと思う 0ー9 .03 -.1 .41 .09 
親としての成長感
26子育てをとおして、自分の視野が広くなると思う 09 一.0 一.04 1 日.77 27子育てによって、自分の活動範囲が広がっていると思う 一09 .08 一.14 04 25子育てによって自分自身も人間的に成長していると思う 一β1 -.15 0ー7 0ー4
9 閉じ年頃の子どもでも、育ち方はいろいろだと思う 27 一.02 。1 一08 .1 
33子育てをとおして、地域の人との関わりが深くなると思う 2ー4 .04 0ー7 一.22 .21 
17子育てで、イライラすることがよくある -.12 .45 3ー7 一.05 .10 
14今だけでなく、先の見通しを持って子育てをしている 09 一32 .12 05 15 
13子どもが、今どのような気持ちでいるのか、だいたいわかる .10 一.28 .10 一.06 .13 








孤立感 .32紳 .24指爺 .48権*
親としての成長感 .38" .14判 .23'権
社交的意識 .32紳 .21柿 .18" 










































































一人 73 (31.6%) 
複数 158 (68.4%) 
はじめて 107 (46.3%) 
経験あり 124 (53.7%) 
2年目 64 (52.9%) 
3年目以上 57 (47.1%) 
あり 121 (52.6%) 
なし 109 (47.4%) 
1年未満 20 ( 8.7%) 
1~3 年 56 (24.3%) 
3年以上 154 (67.0%) 
核家族 209 (90.5%) 
三世代同居 16 ( 6.9%) 
その他 6 ( 2.6%) 
注)無答は除いて集計しである
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表5 子育て意識の各因子ごとの平均値
充実感 不安感 負担感 孤立感 親としての 社交的意識 社会参加意識成長感
(N=228) (N=228) (N=226) (N=227) (N=228) (N=226) (N=231) 
第1回調査 28.96 (2.76) 18.21 (4.02) 12.90 (3.87) 9.85 (2.93) 10.28 (1.72) 11.64 (2.50) 11.84 (2.16) 
第2回調査 28.86 (2.86) 17.65 (4.36) 12.81 (3.62) 9.68 (2.73) 10.39 (1.61) 11.58 (2.45) 11.66 (2.03) 
t検定結果 n.S. t=2.43* n.S n.S. n.S n.S n.S. 
( ) :SD， * :p<.05 
表6 参加理由別の子育て意識の各因子ごとの平均値
充実感 不安感 負担感
自分の仲間 第1回 29.25 (1.71) 18.36 (3.81) 13.30 (3.28) 
第2回 29.29 (2.49) 17.25 (3.91) 11.63 (3.26) 
N 28 28 27 
子どもの仲間第1回 29.19 (2.42) 17.85 (4.00) 12.83 (3.86) 
第2回 29.14 (2.65) 17.60 (4.41) 13.11 (3.51) 
N 128 127 128 
子育ての学び第1回 29.11 (3.45) 18.05 (4.36) 11.89 (3.86) 
第2回 28.42 (3.66) 16.53 (5.02) 11.21 (3.61) 
N 19 19 19 
消極的な理由第1回 27.65 (3.68) 19.26 (4.01) 13.56 (4.26) 
第2回 27.58 (3.16) 18.44 (4.12) 13.44 (4.10) 
N 43 43 43 
分散分析結果
参加理由 F=4.21* n.S. n.s. 
調査時期 n.S. F=9.87** F=4.13* 

















10.86 (2.66) 10.38 (1.57) 11.89 (2.47) 12.90 (1.99) 
10.39 (2.71) 10.79 (1.35) 12.32 (2.20) 12.48 (1.99) 
28 29 28 29 
9.69 (2.78) 10.17 (1.83) 11.47 (2.49) 11.59 (1.98) 
9.69 (2.76) 10.24 (1.73) 11.31 (2.30) 11.47 (1.86) 
127 125 126 128 
8.84 (3.15) 10.58 (1.87) 12.11 (2.03) 12.79 (1.75) 
8.47 (2.59) 11.11 (1.20) 11.83 (2.23) 12.32 (2.19) 
19 19 18 19 
10.20 (3.22) 10.25 (1.50) 11.52 (2.72) 11.18 (2.51) 
9.80 (2.82) 10.18 (1.53) 11.32 (2.82) 11.25 (2.28) 
44 44 44 44 
F=2.57+ n.S n.s. F=5.43** 
n.S n.S n.s. n.s. 








































1 子育て学習室に楽しく参加することができた 38 一.30
気遣いのある参加
10他のメンバーに、気をつかうことが多かった .06 .68 
9 集団で活動するのは大変なことが多いと感じた 一.06
7 他のメンバーと意見が合わず、気まずい思いをした 09 






















充実感 22 * .02 
不安感 一02 .13 
負担感 一09 .10 
孤立感 一12 .12 
親としての成長感 06 一.02
社交的意識 12 .03 
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